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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期
第３四半期
累計期間

第51期
第３四半期
会計期間

第50期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年

12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年

12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 8,345,634 2,406,629 11,197,347

経常利益（千円） 215,671 6,701 655,883

四半期（当期）純利益（千円） 158,092 31,324 395,417

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） － 1,789,567 1,789,567

発行済株式総数（株） － 10,839,663 10,839,663

純資産額（千円） － 15,032,096 15,078,399

総資産額（千円） － 19,490,013 20,308,287

１株当たり純資産額（円） － 1,412.26 1,416.45

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
14.85 2.94 37.14

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） 6.00 － 12.00

自己資本比率（％） － 77.13 74.25

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,157,965 － 788,558

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△600,105 － △1,389,492

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△635,864 － 206,274

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 1,863,632 2,015,890

従業員数（人） － 299 299

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関係会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

４【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 299  

　（注）　従業員数は就業人員（社外から当社への出向者を含む。）であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期会計期間の生産実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別 金額（千円） 前年同期比（％）

粘着・接着用樹脂部門 1,035,741 －

化成品部門 622,610 －

ホットメルト接着剤部門 702,385 －

ラミネート品部門 236,627 －

合計 2,597,365 －

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当第３四半期会計期間における商品仕入実績は29,161千円でありましたが、仕入品目が多岐にわたり、事業部門別

に分類することが困難であるため記載を省略しております。

　なお、金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当社は主として見込生産によっているため、該当事項はありません。

(4）販売実績

　当第３四半期会計期間の販売実績を事業部門別に示すと、次のとおりであります。

事業部門別 金額(千円) 前年同期比(％)

粘着・接着用樹脂部門 912,190 －

化成品部門 617,866 －

ホットメルト接着剤部門 570,376 －

ラミネート品部門 256,546 －

その他部門 49,648 －

合計 2,406,629 －

　（注）１．当第３四半期会計期間の主要な輸出先及び輸出販売高及び割合は、次のとおりであります。

なお、（　）内は総販売実績に対する輸出販売高の割合であります。

輸出先

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額（千円） 割合（％）

東南アジア 200,889 55.9

欧州 90,767 25.3

北米 49,067 13.6

その他 18,711 5.2

合計
359,435

（14.9％）
100.0

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

　

(1）業績の状況

　当第３四半期会計期間におけるわが国経済は、世界的な金融不安による信用収縮や景気後退懸念により、高騰して

いた原油価格が下落するものの、景気の下押し圧力が強まり企業収益は悪化、設備投資は弱含みとなり、低調に推移

いたしました。また、個人消費につきましても、実質所得の減少や将来への不安感の高まりから景気の後退感を一層

強めております。

　当社が関係しております粘着・接着・香料・ラミネート業界を振り返りますと、原材料価格の高止まり、消費マイ

ンドの冷え込みによる売上低下により企業収益を圧迫し、厳しい事業環境となりました。

　このような経済情勢のなかで、当社といたしましては、原材料価格の上昇に対応した製品価格の改定、新製品の開

発・新規用途の開拓を積極的に推進してまいりました。また、製造部門におきましては、一層の生産効率アップ、コ

スト低減等をはかり、さらに品質保証体制の維持・強化をはかるなど、全社をあげて企業体質強化に努めてまいり

ました。

　以上の結果、当第３四半期会計期間における業績は、売上高2,406百万円、経常利益は6百万円となりました。四半期

純利益は31百万円となりました。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッシュ・フ

ローは608百万円の支出、投資活動によるキャッシュ・フローは158百万円の支出、財務活動によるキャッシュ・フ

ローは96百万円の支出となり、当四半期末残高は1,863百万円となりました。

　当第３四半期会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、使用した資金は608百万円となりました。

　税引前四半期純利益52百万円、減価償却費234百万円及び仕入債務の減少241百万円等ありましたが、たな卸資産

の増加496百万円、前渡金の増加620百万円等であります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は158百万円となりました。

　有形固定資産の取得による支出149百万円等であります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は96百万円となりました。

　長期借入金の返済による支出37百万円及び配当金の支払額59百万円等であります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

　当第３四半期会計期間における研究開発活動に要した金額は73百万円であります。

　なお、当第３四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却の計画はありません。

EDINET提出書類

ヤスハラケミカル株式会社(E01033)

四半期報告書

 6/20



第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,000,000

計 22,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月12日）

上場金融商品取引
所名又は登録認可
金融商品取引業協
会名

内容

普通株式 10,839,663 10,839,663
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数は100株

であります。

計 10,839,663 10,839,663 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日
－ 10,839,663 － 1,789,567 － 1,728,997

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間の末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式      195,100 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式   10,631,200 106,312 同上

単元未満株式 普通株式       13,363 － －

発行済株式総数 10,839,663 － －

総株主の議決権 － 106,312 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が700株含まれております。また、「議決権

の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数７個が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ヤスハラケミカル

株式会社

広島県府中市高木町1080

番地
195,100 － 195,100 1.80

計 － 195,100 － 195,100 1.80

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 654 653 729 705 681 670 634 671 744

最低（円） 606 630 645 645 619 621 325 480 560

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、子会社がありませんので四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,866,550 2,009,340

受取手形及び売掛金 ※2
 2,987,450 3,167,842

有価証券 345,298 344,283

商品 67,804 86,416

製品 1,519,390 1,554,402

原材料 3,018,572 3,409,925

仕掛品 659,748 549,373

貯蔵品 107,179 97,725

繰延税金資産 21,964 76,920

その他 800,086 353,911

貸倒引当金 △3,186 △3,173

流動資産合計 11,390,857 11,646,968

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 1,077,020

※1
 1,107,997

機械及び装置（純額） ※1
 1,510,568

※1
 1,879,987

土地 3,751,581 3,751,699

その他（純額） ※1
 1,012,497

※1
 1,101,004

有形固定資産合計 7,351,667 7,840,688

無形固定資産 24,962 28,867

投資その他の資産

投資有価証券 532,928 658,101

繰延税金資産 150,290 90,856

その他 53,123 56,621

貸倒引当金 △13,816 △13,816

投資その他の資産合計 722,525 791,762

固定資産合計 8,099,155 8,661,319

資産合計 19,490,013 20,308,287
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,008,276 819,423

短期借入金 2,144,196 2,549,196

未払法人税等 － 18,871

賞与引当金 39,414 176,347

その他 497,199 803,180

流動負債合計 3,689,085 4,367,018

固定負債

長期借入金 317,278 424,175

退職給付引当金 189,073 190,678

役員退職慰労引当金 262,028 248,015

その他 450 －

固定負債合計 768,830 862,869

負債合計 4,457,916 5,229,888

純資産の部

株主資本

資本金 1,789,567 1,789,567

資本剰余金 1,729,013 1,729,013

利益剰余金 11,590,292 11,559,938

自己株式 △137,205 △136,462

株主資本合計 14,971,667 14,942,057

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 60,428 136,342

評価・換算差額等合計 60,428 136,342

純資産合計 15,032,096 15,078,399

負債純資産合計 19,490,013 20,308,287
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 8,345,634

売上原価 6,377,716

売上総利益 1,967,918

販売費及び一般管理費 ※
 1,649,600

営業利益 318,318

営業外収益

受取利息 7,990

受取配当金 12,005

その他 28,106

営業外収益合計 48,102

営業外費用

支払利息 25,866

手形売却損 10,389

為替差損 108,545

その他 5,948

営業外費用合計 150,749

経常利益 215,671

特別利益

固定資産売却益 2,810

投資有価証券売却益 1,160

収用補償金 51,870

特別利益合計 55,840

特別損失

固定資産処分損 15,818

投資有価証券売却損 2

特別損失合計 15,821

税引前四半期純利益 255,690

法人税、住民税及び事業税 50,617

法人税等調整額 46,980

法人税等合計 97,598

四半期純利益 158,092
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 2,406,629

売上原価 1,772,130

売上総利益 634,498

販売費及び一般管理費 ※
 539,011

営業利益 95,487

営業外収益

受取利息 2,489

受取配当金 5,228

その他 14,260

営業外収益合計 21,978

営業外費用

支払利息 7,888

手形売却損 3,179

為替差損 97,602

その他 2,093

営業外費用合計 110,764

経常利益 6,701

特別利益

固定資産売却益 2,810

収用補償金 51,870

特別利益合計 54,680

特別損失

固定資産処分損 9,300

特別損失合計 9,300

税引前四半期純利益 52,081

法人税、住民税及び事業税 △23,035

法人税等調整額 43,793

法人税等合計 20,757

四半期純利益 31,324
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 255,690

減価償却費 691,236

受取利息及び受取配当金 △19,996

支払利息 25,866

為替差損益（△は益） 74,253

収用補償金 △51,870

売上債権の増減額（△は増加） 180,392

たな卸資産の増減額（△は増加） 325,149

仕入債務の増減額（△は減少） 188,853

その他 △487,707

小計 1,181,867

利息及び配当金の受取額 18,913

利息の支払額 △25,196

収用補償金の受取額 51,870

法人税等の支払額 △69,488

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,157,965

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △288,266

定期預金の払戻による収入 278,038

有価証券の取得による支出 △70,403

有価証券の売却による収入 70,147

有形固定資産の取得による支出 △591,510

有形固定資産の売却による収入 2,925

投資有価証券の取得による支出 △2,983

投資有価証券の売却による収入 1,945

投資活動によるキャッシュ・フロー △600,105

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △400,000

長期借入金の返済による支出 △111,897

自己株式の取得による支出 △743

配当金の支払額 △123,224

財務活動によるキャッシュ・フロー △635,864

現金及び現金同等物に係る換算差額 △74,253

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △152,257

現金及び現金同等物の期首残高 2,015,890

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,863,632
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

会計処理基準に関する事項の

変更

たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　

　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、主として総平均法による原

価法によっておりましたが、第１四半期会

計期間より「棚卸資産の評価に関する会計

基準」（企業会計基準第９号　平成18年７

月５日）が適用されたことに伴い、主とし

て総平均法による原価法（貸借対照表価額

については収益性の低下に基づく簿価の切

下げの方法）により算定しております。

　これにより、当第３四半期累計期間の営業

利益、経常利益及び税引前四半期純利益は、

それぞれ30,883千円減少しております。

　

【簡便な会計処理】

　
当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．固定資産の減価償却費の

算定方法

　固定資産の年度中の取得、売却及び除却等

の見積りを考慮した予算を策定しているた

め、当該予算に基づく年間償却予定額を期

間按分して算定しております。

　

２．たな卸資産の評価方法 　当第３四半期会計期間末の棚卸高の算定

に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期

会計期間末に係る実地棚卸高を基礎として

合理的な方法により算出しております。

　

３．繰延税金資産及び繰延税

金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関し

て、前事業年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がない

と認められる場合に、前事業年度末におい

て使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法により算定して

おります。

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成20年12月31日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、13,193,628千円で

あります。

　

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、12,599,520千円で

あります。

　

※２．期末日満期手形

　期末日満期手形の会計処理については、手形交換日を

もって決済処理をしております。なお、当第３四半期会

計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の期

末日満期手形が期末残高に含まれております。

受取手形　　　                  92,388千円

　

※２．　　　　　　―――――――

　

（四半期損益計算書関係）

当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運賃 338,657千円

賞与引当金繰入額 8,934千円

役員退職慰労引当金繰入額 21,386千円

　

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

荷造運賃 94,490千円

賞与引当金繰入額 △24,129千円

役員退職慰労引当金繰入額 7,027千円

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

現金及び預金勘定 1,866,550千円

有価証券勘定 345,298千円

　計 2,211,848千円

預入期間が３ヶ月を超える定

期預金
△247,352千円

株式、債券及びリスクを伴う投

資信託
△100,863千円

現金及び現金同等物 1,863,632千円
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（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年

12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　10,839,663株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　 　195,652株

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

(1) 配当金の支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月19日

定時株主総会
普通株式 63,871 6.00 平成20年３月31日 平成20年６月20日 利益剰余金

平成20年10月27日

取締役会
普通株式 63,867 6.00 平成20年９月30日 平成20年11月28日 利益剰余金

（有価証券関係）

当第３四半期会計期間末（平成20年12月31日）

　時価のあるその他有価証券で、事業の運営において重要なものであり、かつ、前事業年度の末日に比べて著しい

変動が認められるものはありません。

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

（持分法損益等）

　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成20年12月31日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,412.26 円 １株当たり純資産額 1,416.45 円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 14.85 円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 2.94 円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 158,092 31,324

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 158,092 31,324

期中平均株式数（株） 10,644,672 10,644,303

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

２【その他】

　平成20年10月27日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額　　　　　63,867千円

（ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　６円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　平成20年11月28日

（注）　平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月９日

ヤスハラケミカル株式会社

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 近藤　敏博　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 家元　清文　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヤスハラケミカル株

式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第51期事業年度の第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。

この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明

することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ヤスハラケミカル株式会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了

する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適

正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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